





Study of Main Halls in JYODO Sect in EDO Pe:riod 
(Pa:rt VI) 
The main halls planing upon the buddistic hall style in ISE district， 
KANNON]I and GOSHINGI templs. 
Kiyoshi OKANO 
During the middle and lat巴EDOp巴riod，main halls of JYODO s巴ctespecially in large class 
temples increase the tendency to build them flashy and made a typical pattern， this paper aimed 
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図3 悟真寺本堂復原図
内陣側面
に箱型の仏禽を迫出しているのは後備である(写真 8)。
来迎壁の背後部分の天井は梓縁となり，脇仏壇間の後門
上は鏡天井となる。内陣折上格天井。同余問は床は外陣
と同高で境は無目敷鴨居，内法長押で主主欄間，漆喰小壁，
広縁境も同様に無目敷鴨居，漆喰小壁で廻る。天井は梁
行の梓縁となる。両f立牌の問は左右非対称となり向って
左の問は l間分広縁内に張出した格好になる(図 3)。壇
写真8 来迎壁裏
前上は虹梁で右は中央，左は3分点に束を立てる(図 3，
写真10)。天井は梓縁。床高は内陣と円高で連がる。内陣
の脇仏壇の聞から後門を経て 1間巾の後堂に通ずる。こ
の本堂は数少ない浄土宗寺院の中本山格であるためか，
特に 2間巾の二段広縁で取巻かれている丁寧な間取り
で，中央部分は中格級の仕様である。又江戸時代中期の
ものとしても数少ない存在であり，特に後世の改造も少
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写真9 向って右の脇の間
写真10 向って右の位牌壇
清
ないので貴重な遺構である。
むすび
伊勢地方の浄土宗本堂の実例は中世のものは見当ら
ず，江戸時代初期のものとして伊勢市久世戸町に本誓寺
が 例あるが角柱を用いた邸宅型に近い構造意匠でまと
められている。京都では，浄土宗伽藍で早くから仏堂的
意匠が採用されて江戸初期頃のものが実存している。奈
良市内にも規模や型式はやや簡素になるが崇徳寺(慶長
8年1603)霊雲院(寛永11年1637)金鉢寺(寛永14年1637)
などがあり，内陣まわりに円柱を用いている例がある。
一般に地方のものは仏堂的意匠となるのはずっと遅れ，
この地方では他宗のものも含めて元禄時代(l688~1704) 
に変革，成長期があり斗供を用いた仏堂化が現われ出し
た。富裕なものは延宝(1673~8l)頃からその傾向を見
せ始めるのである。一般に浄土宗は禅宗等と比べると仏
堂的な装飾が付加されるのは早い方である。又，平面的
室割の構成は一般に京都の格調高い本堂は古くから左右
対象形であるが奈良地方にわずかに向って左の余間が大
きく広縁内に突出している例があり，名古屋市昭和区西
光院も江戸初期の建立で， この左右非対象の平面をなす
が，本稿の二例は江戸中期の大型本堂であり乍ら， この
型式をもっており，時代的にも又地域的にもこの告白を
埋める資料を，実例を以って示すことが出来た訳である。
(受理昭和59年 1月17日)
